
令和７年カキへい死の推定要因と対処方法
○ 今般のカキへい死の要因として、高水温は共通して確認。高水温に加え、海域毎に他の要因が確認されており、これらの要因が
複合的に作用した結果、大量へい死が発生したと推定。なお、現時点で既知の病原体が死亡原因であるとの報告はない。

○ 令和８年度に向けて、こうした推定要因に対して採り得る対処方法を暫定的に整理。
○ 引き続き、水産庁・水研機構・関係府県が連携して、原因究明を進めていく。
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・育種（引用文献１）
生残率の高いカキを選抜育種
・深吊り（引用文献２）
通常より深く吊るし、水温の低い環境で養殖

・海底耕耘（引用文献３・４）
・底質改善（引用文献５）
海底をかき混ぜ、酸素の供給、硫化水素の発生を抑制

・栄養塩の供給、施肥（引用文献６・７）
栄養塩を供給し、カキの餌である植物性プランクトンを
適切に発生
・付着生物除去（引用文献８）
カキと餌を取り合う付着生物を除去

・適切な養殖密度の設定（引用文献９）
・適正な漁場改善計画の履行（引用文献10）
酸素や餌を適切に供給

・河口域等淡水の影響がある海域への漁場移動
（引用文献なし）

・漁場移動、モニタリング（引用文献11）
赤潮プランクトンをモニタリングし、
適切な環境の海域へ筏を移動

・県、漁業者による深吊り試験

・県、漁業者による海底耕耘

・栄養塩類管理制度による
適切な栄養塩供給

・計画の履行確認、内容検証

・県、漁業者による漁場移動試験

・県、漁業者によるモニタリング

環境変動に対応した栽培・養殖生産体制導入事業
（R7補正）

※モニタリング支援：水産業競争力強化緊急施設整備
事業、スマート水産業普及推進事業

漁場生産力・水産多面的機能強化対策事業、
水産基盤整備事業（R７補正）
※モニタリング支援：同上

※モニタリング支援：同上

※モニタリング支援：同上

※モニタリング支援：同上



（高水温に対して育種の有効性が示された先行研究）
引用文献1 尾田 (2005). 選抜育種による高成長・高生残系マガキの作出. 岡山水試報 20, 32-36.
・岡山県にて、夏場の高水温環境に対応するため、高生残・高成長のカキを選抜育種した。
・結果、大量へい死から生き残った個体を由来として、高生残・高成長の系統を作出することに成功した。

・世代を重ねることに近交弱性への対策（他の高成長・高生残系統や天然産との交配等）が必要ではある
ものの、高水温に対して育種によるアプローチの有効性が示された。

（高水温に対して深吊りの有効性が示された先行研究）
引用文献2  平田ら (2011). 養殖推進の変更による養殖マガキの身入り促進効果. 広総研水技セ研報, 4, 
5-12.
・広島県にて、６月末から水深１ｍの表層で養殖を開始した後、８月末に水深10mの中層に移動さ
せる「移動養殖」を実施。表層もしくは中層に留めて養殖したマガキと生育状態を比較した。

・結果、移動養殖を行ったマガキは行わなかったマガキより水ガキの割合が低く、身入りが進行し
たことが分かった。
 ・これにより、深吊りにより水深にともなう水温差刺激を与えることで、身入り開始が早まることが示された。

先行研究の概要



（貧酸素に対して海底耕耘の有効性が示された先行研究）
引用文献3 瀬戸口ら (2006). 閉鎖性水域における漁場環境改善を目的とした耕耘実験―宍道湖のシジミ
漁場を事例に―. 海洋開発論文集, 22, 373-378.
・宍道湖北岸の有機物堆積によりシジミ漁場としての機能が低下している場所で湖底耕耘を実施。
・結果、耕耘により底層に好気的な酸化層が一定期間形成され、ヤマトシジミの成長が促進。

・底質改善効果があることから、他の閉鎖性水域においても耕耘によりヤマトシジミ以外の二枚貝
の漁場環境改善効果に役立つことが示唆された。

引用文献 ４高木ら (2020). 児島湾周辺海域における底泥間隙水中の栄養塩濃度と海底耕耘による栄養
塩供給量の評価. 岡山水研報告, 35, 1-9.
・児島湾周辺海域をモデル海域として、間隙水（土壌中の粒子間に存在する水）中の栄養塩濃度や
水質、底質との関係を調べ，海底耕耘による栄養塩供給効果を評価した。

・結果、一般的な底質の指標（酸素・硫化物量等）と間隙水中の栄養塩濃度には正の相関があるこ
とが示された。
・また、実施時期と場所毎により耕耘の効果は異なってくる可能性があることも示唆された。

先行研究の概要



（貧酸素に対して底質改善の有効性が示された先行研究）
引用文献5 山本 (2024). 水質改善しても貧酸素はなくならない. 沿岸海洋研究, 62, 15-25.

・底質に蓄積されている有機物は難分解性有機物であり、これらを分解する嫌気性菌により硫化水素が発
生。硫化水素は酸化されやすいため、底層水中の酸素を消費することが貧酸素水塊形成の最大の要因と
なっている。

・有機物分解による生物的酸素消費もあるが、前述の化学的酸素消費の方が割合としては大きいという研
究もある。

・底質改善の方法として、カキ殻、石炭灰、鉄鋼スラグなどの産業副産物による硫化水素の吸着・酸化を挙
げている。

先行研究の概要



（餌不足に対しての栄養塩の供給、施肥の有効性が示された先行研究）

引用文献６ 熊谷・押野 (2017). 自然エネルギーを利用した湧昇流発生による養殖マガキの身入り向上に関
する研究.宮城水産研報 第 17 号

・筏垂下式養殖の場合、水温上昇が遅い下層部のカキは表層部のカキに比べ身入りが遅れる
・宮城県にて人為的に湧昇流を発生させてカキの成長への効果を検証したところ、成長が向上した
・湧昇流による餌料環境の向上が成長に有効であると考えられる

引用文献７ Yamamoto et al. (2023). Efficacy of the application of organic fertilizer to oyster growth. Mar. Pol. Bul., 187, 
114512

・広島湾において有機固形肥料がカキの成長に及ぼす影響を評価したところ、肥料の使用によってカキ身重量
が増加した

・シミュレーションモデルから、肥料から溶出した栄養塩が植物プランクトンの成長を通じて牡蠣の成長を促
進したことが明らかになった。

・従って施肥による栄養塩の供給が植物プランクトンを増加させることがカキの成長、生残に有効であると考
えられる

先行研究の概要



（餌不足に対して付着生物除去の有効性が示された先行研究）

引用文献８ 伊藤・押野 (2018). 松島湾における養殖カキの付着生物と除去方法. 宮城水産研報, 18, 47-
50.

・カキの付着生物がカキの生残に悪影響を及ぼしている可能性がある
・松島湾の２点で付着物の除去を目的とした温湯処理と淡水処理の効果について検討した
・付着生物の除去には温湯処理が最も効果が高く，淡水処理でも一定の効果がみられた

・温湯処理して付着物の除去した試験区の一部で身入り度が高かったため、カキの生残に有効と考
えられた

先行研究の概要



（過剰な養殖密度に対して適切な養殖密度の設定の有効性が示された先行研究）

引用文献9 Chávez-Villalba et al. (2010). Growth, condition, and survival of the Pacific oyster 
Crassostrea gigas cultivated within and outside a subtropical lagoon. Aquaculture, 300, 128-136.

・メキシコのラグナ・ラ・クルスにおいて湾内と湾外で3つの飼育密度（高・中・低）でカキを飼
育し、殻高、身入り度および死亡率を比較した
・湾内外において殻高、実入り度は低・中密度飼育区で高く、死亡率は中密度飼育で低かった
・従って、適切な養殖密度の設定は成長、生残に有効であることが示された

先行研究の概要



（過剰な養殖密度に対して適正な漁場改善計画の履行の有効性が示された先行研究）

10 Underwood et al. (2002). Optimal stocking density for Sydney rock and Pacific oyster cultivation. FRDC 
Project 99/307.

・オーストラリアの養殖場において最適収容密度を明らかにするため、飼育実験を行い、成長、餌
資源、摂餌生態を解析し、成長モデルを構築した

・収容密度と摂餌生態に関するデータ収集は成功し、環境条件に応じた成長予測や適切な飼育密度
の設定に有用であると考えられた

先行研究の概要



（赤潮に対してモニタリングの有効性が示された先行研究）

引用文献11 松山（2003）有害渦鞭毛藻Heterocapsa circularisquamaに関する生理生態学的研究－Ⅰ
H.circularisquama赤潮の発生および分布拡大機構に影響する環境要因等の解明.水産総合研究センター
研報, 7, 24-105.

・英虞湾、広島湾における観測結果から本種は高水温・高塩分環境下で赤潮を形成した
・海洋環境と本種の初期発生動向のモニタリングが赤潮への対処として有効と考えられる

先行研究の概要












